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休日の学校部活動の

段階的な地域展開に向けた「令和６年度の取組」
令和６年度は「改革推進期間」２年目です。先月、沼田市教育委員会のＨＰ上に公表

した「沼田市立中学校地域展開推進計画」に基づき、具体的に、「子供も大人も幸せを

共有できるスポーツ・文化芸術活動」の場を創造し、関わる全ての人々の

人間的な成長と地域の活性化を目指した取組を推進していきます。

１ できる部活動から、地域展開(地域移行・地域連携)を進めます！

(1)「部活動指導員」を配置した部活

※部活動指導員…学校の教育計画に基づいて行われるスポーツ、文化、科学等に関する

教育活動に係る技術的な指導に従事する職(学校教育法施行規則に規定)で、

実技指導、大会や練習試合等の引率、計画の作成、生徒指導や事故に

係る対応などの職務を行う。

※令和５年度は５校に５人配置(ソフトテニス１、バレーボール１、柔道２、剣道１)

(2)「総合型地域スポーツクラブ」による活動

※本市には、「うすねニュースポーツクラブ」と「ぬまたスポーツクラブ」がある。

(3)既存のスポーツ・文化芸術団体と連携した活動

※各種連盟や協会などの協力により、多様な受け皿を確保する。

※既に始まっている試験的な取組(卓球)は裏面参照

(4)ＰＴＡ・地域学校協働本部(コミュニティ・スクール制度の活用)による活動

２ 「沼田市地域クラブ活動推進協議会」で、今後の取組について話し合います！

(1)令和５年11月に起ち上げた「沼田市地域クラブ活動推進協議会」を年２回以上

開催し、情報共有・連絡調整を行う。

※協議会のメンバー…スポーツマネジメントに詳しい大学講師を始め、各関係団体の

代表(スポーツ協会、スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ、

文化協会、小中学校長会協議会、中学校体育連盟、小中学校体育

部会、ＰＴＡ連合会、教育委員会事務局)

ね っ ち ゅ う

３ 「ＮＥＣＨＵ(沼田の活力ある中学生：Numata Energetic Chugakusei)」を応援します！

※部活動は、「中学校学習指導要領」(文部科学省)に、「生徒の自主的、自発的な参加に

より行われる部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向

上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するもの」と

位置付けられており、入部は希望制とするが、生きる力を高める上で価値ある活動で

あることから、学校部活動への入部を勧めていく。

※群馬県の教育が目指す「エージェンシー」の発揮は、周囲との関わりによって強まる

ことから、部活動はもちろん、それ以外でも「熱中できる活動」に打ち込むことを推奨

「エージェンシー」…①自分と他者を尊重した上で、課題を自分事化し、自ら考え、判断して責任

(群馬県教委) ある行動をとろうとする意志の力

②多様な価値観の中で、創造的な対話を行おうとする意志の力

発行者：沼田市教育委員会事務局学校教育課(☎0278-23-2111)

令和６年度の取組における「基本的な考え方」



休日部活動の地域展開に関する取組の紹介【卓球】

利根沼田卓球協会(会長：長谷川康三様)の皆さんによって、令和５年12月10日(日)、

ＺＡＣＲＯＳアリーナぬまた(沼田市民体育館)において、「部活動応援プロジェクト」

と称する活動が行われました。

「もっと上手になりたい！」「楽しく卓球をしたい！」という皆さんを利根沼田卓球協会の役員

（全国・県大会で優勝したり、指導者として全国・関東大会に導いたりした者多数）がお手伝いします。小学生

から大人までの多世代交流の中、一緒に練習したり、試合をしたりして「心技体」 を磨きましょう。

上記の呼び掛けによって、当日は、中学生24名を含む合計76名(小学生７名、高校生

５名、一般40名)が参加しました。３時間程度の活動(午前中)でしたが、自分の課題を

解決するため、体の使い方のコツや練習方法を教わったり、試合を行ってアドバイスを

受けたりするなどして、以下の感想のとおり充実した内容となっていました。

・たくさんの技術を学べて嬉しかった。自分のしたい練習を、したい時に自由できるので、

力になると思った。このような機会がたくさん増えるといいなと思う。【中学生】

・実績のある人と戦え、他校の中学生とも気軽に試合ができるのでよいと思う。【中学生】

・強い人の卓球を見られたり、普段できない人とたくさん試合できたりしてよかった。【小学生】

・多世代交流、高いレベルでありながら庶民的な指導など、沼田ならではの取組だったと思う。

継続して開催していただけるとありがたい。【一般】

次回は３月10日(日)に

開催する大会に併せて、

同会場で交流試合を中心

とした取組を計画されて

いるようです。

また、来年度は月１回

程度のペースで実施する

そうです。

Ｑ＆Ａ
Ｑ 休日の地域クラブ活動は、どこで活動するのでしょうか。
Ａ 主な活動場所は「学校」、沼田市の体育施設や文化施設になります。

Ｑ どのような人が、地域クラブ活動の指導者になるのでしょうか。
Ａ 地域のスポーツ・文化芸術団体等の関係者を想定しています。
まずは、連携可能な団体との相談を進めますが、地域クラブ活動と
学校部活動とが密に連携を図りながら、活動方針や活動状況などの
情報を共有し、適切な指導を行うことが大切だと考えています。

Ｑ 保護者の経済的な負担はどうなるのでしょうか。

Ａ 沼田市地域クラブ活動推進協議会等において、適切な運営の

在り方について検討していきます。


